
「クラブアッセンブリー」
　　　　　　歸山　肇 会長

 　これよりクラブアッセンブリ
ーを開催いたします。
　今年度、コロナが収束してい
ない中でのスタートですが、毎
年通常行われている三条クラブ
としての行事もなんとかして行
いたいと思いますし、そこには

いろいろなアイデアが必要と考えますし、場合によ
っては直前になって変更せざるをえない様な場合も
あるかもしれないと考えますと、各委員長さんには
大きな負担になることもあるかと考えますが、どう
かそんな場合も会員の協力をもって活動していきた
いと考えています。
　今回は今まで発表できなかった委員長4名の方に、
今年度の方針を中心にお話ししていただこうと思っ
ていますので、よろしくお願いいたします。

西山徳芳 会長エレクト
　今日のクラブアッセンブリー
は、今まで水面下で組織づくりを
してきていたが、本番を迎えた、
今年度歸山会長の年度を組み立て
るという意味になる例会になりま
す。
　先月リモートで開催された地区

協議会の中で第2セッションの基調講演で日本ロー
タリー・リーダーシップの中村靖治さんのスピーチ
では、ロータリーには重要な媒体が三つあり、第一
はロータリアンである私自身、第二はロータリーク
ラブ、第三が国際ロータリーであり、三つの媒体の
中で一番大事なものはロータリアンである。クラブ
は個人であるロータリアンが集まって作られてい
て、世界中のクラブが集まって国際ロータリーがで
きているクラブの連合体である。
　奉仕理念の提唱、ロータリーの拡大、情報媒体に
連絡・調整するのが役割としている。
　「奉仕理念を社会に提唱することと、奉仕理念を
社会に提唱する拠点としてのロータリークラブを
作っていくことが会員拡大に力を入れる本質的な
理由なのです。」と述べられている。
　今年度は、個人であるメンバーを束ね地区へ、国
際ロータリーへつなげていくのが歸山会長になる、
奉仕を人に施すのでなく自分自身を耕す気持ちで運
営されることになります。

　当日流された国際ロータリー会長のシェーカー
ル・メータ氏のビデオメッセージの中で、テーマは
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」を
述べられた。
　映像の中でジョークを交え「会員の皆様は能動態
ムーブメントなのです。私の名前はシェーカル(かき
混ぜる)です」と言われた。クラブメンバーである私
の基本であり、会長はインドの哲人の言葉を引用し
て「誰かを助けるときその人に恩を施していると考
えないでください。その人たちがあなたに恩を施し
ているのです。」と言われています。
　他の人の為、人生の世話を奉仕することが誰かの
人生を豊かにすることが自分の人生の最高の生き方
になると導いていると話しておられ、大変理解が進
みました。
　メンバーが、豊かな三条ロータリークラブライフ
を送ることができることを希望します。

吉井直樹 クラブ奉仕（B）委員長
　クラブ奉仕（Ｂ）はベテランの佐
野勝榮副委員長とともにクラブ会
報・広報委員会、親睦・出席委員会、
スマイルボックス委員会、プログ
ラム委員会の4委員会を統括する
役割を担います。
　クラブ奉仕（Ａ）が統括する委員

会はどちらかというとクラブの根幹を担う委員会を
担当するのに対して、この4委員会は横のつながり、
会員相互の友愛をはかる役割を担う委員会です。
各委員会が横断的にまた相互的に委員会活動をする
場合に相談、調整するとともに、各委員会運営が
スムーズに行われるよう調整していきたいと思い
ます。
　そして、今年度、歸山会長のクラブスローガン「感
謝の気持ちを行動に」の下、クラブ目標の
　１．ロータリーの友情を大切にする
　２．ロータリーの仲間を増やそう
　３．クラブ活動を楽しいものにする
を達成できるようにしたいと思います。皆様のご協
力お願いいたします。

　6月19日に吉田RCが主催されたIMに参加させて
頂きました。そこでは各クラブから「退会者ゼロ」
や「会員純増」などの取り組みとその成功報告が
いくつもされました。また、本日、三条RCさんでは
新入会員の入会式をやっていただきました。大変心
強く感じると同時に、皆様のご努力に頭が下がりま
した。このような力強い仲間の皆様方に支えて頂い
て、メータRI会長や高尾ガバナーの目標達成に皆様
と共に頑張りたいと思いますのでよろしくお願いい
たします。
　なお、今年度のIMはわたしどもの三条北RC主催
で、9月25日（土）に市内のジオ・ワールドビップで
開催を予定しております。くれぐれもよろしくお願
いいたします。

メータRI会長の優先活動項目
　　① 会員増強　120万人から130万人へ
　　② 女子のエンパワメントに焦点を当てる
　　③ ロータリー奉仕デーの実施
　　④ ポリオの完全根絶に向けて
　　⑤ ロータリーの7番目の重点分野として新たに
　 　　「環境保全」を追加

高尾ガバナーの地区運営方針
　「ロータリーを学び、ロータリーを広げよう」
　・重点目標
　　① 真のロータリアンを育成する
　　　（取り組み事項省略）
　　② ロータリー活動の認知度を向上する
　　　（取り組み事項省略）
　・数値目標
　　① 新規ＤＬ（ディスカッションリーダー）
　　　　　　　　認定者数：15人以上
　　② 新規会員の入会者数：各クラブ10％増
　　③ 女性会員数　　　　：各クラブ会員の15％
　　④ ロータリー財団寄付：年次基金150ドル/会員
　　⑤ ロータリー財団寄付・ベネファクター
　　　　　　　　　　　　：10名以上
　　⑥ ポリオプラス寄付　：30ドル/会員
　　⑦ 米山記念奨学金寄付：2万円/会員
　　⑧ 米山記念奨学生支援：900名達成を支援する

「公式訪問・事前訪問」
　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2560地区

　　　第4分区ガバナー補佐
　　　　　　　外山　晴一 様
　7月よりロータリークラブの
新年度が始まり、私が第4分区の
ガバナー補佐となりましたので、
何卒よろしくお願いたします。
　今年度の国際ロータリー会長の
シェカール・メータ氏はインド

出身です。1984年に25歳でロータリークラブに入会
していますから、62歳です。会計士であり、自身が
創業した不動産開発会社の会長です。
　今年度のメータRI会長のテーマは「SERVE TO 
CHANGE  LIVES」（奉仕しよう　みんなの人生を
豊かにするために）です。
　私たちの第2560地区のガバナーは高尾茂典氏で
す。氏は富山県出身で1948年生まれです。イワコン
ハウス新潟株式会社の社長です。「ロータリーを学
び、ロータリーを広げよう」が高尾ガバナーの地区
運営方針です。
　依然としてCovid 19の猛威が吹き荒れています。
このような状況の中で、皆様方にはロータリークラ
ブの活動にご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。
　しかし、現実は厳しくCovid 19の嵐をまともに受
けて、事業存亡の危機にあえでいる仲間も多く、休
会したり、退会する仲間もいます。ロータリー存亡
の危機と思っています。このような中で、メータRI
会長より優先活動項目の第一に打ち出されましたの
が「会員増強　120万人から130万人へ」です。
　思えば、ロータリークラブが出来た1905年も不景
気でした。その中で、会員同士が助け合い、各々の
事業を継続、発展させるためにロータリークラブが
出来ました。職業奉仕がロータリークラブの1丁目
1番地と言われる所以です。ロータリークラブ創立
時と同様に現在も困難な時代です。助け合い、相互
扶助から始まったロータリークラブ創立の原点に立
ち返ってロータリークラブのあり方を考える必要が
あります。つまり、仕事が苦しいからロータリーを
辞めるのではなく、苦しいからロータリーに入って
仕事を広げる。つまりお互いの職業を助け合うと
いう職業奉仕がロータリーの原点で基本的活動だと
いうことをみんなで再度認識して、これを外部にも
広げる必要があります。こうすることがこの時期の
会員拡大に大切です。Covid 19のパンデミック（世
界的大流行）という現在のように困難な時期にロー
タリーの原点に立ち返って会員拡大に成功すれば、
ロータリークラブはさらに発展することができ
ます。

ニコニコBOX
第四分区ガバナー補佐　外山晴一様
　ガバナー補佐になりました。
宜しくご指導、ご協力お願いいたします。

歸山　肇会長
　ガバナー補佐 外山晴一様、本日はよろしくお願い
します。

小越憲泰さん
　外山ガバナー補佐様、今日はありがとう御座います。
　7月8日の遠征ゴルフ楽しかったです。野崎さん、
運転ありがとう御座いました。

丸山行彦さん
　ゴルフ同好会遠征大会に多数参加いただきありが
とうございます。小林吾郎さん、優勝おめでとう
ございます。

　外山晴一ガバナー補佐、今日はありがとうございます。
野崎喜一郎さん
　7月8日のゴルフは晴天となりました。晴男の集団です。
斎藤弘文さん
　外山ガバナー補佐、北RC 石川会長、歓迎致します。
吉井直樹さん
　つゆ明け間近です。スカット夏空が見たいです。
　本日は外山様、宜しくお願いします。
山田富義さん
　新入会員の高橋俊樹さん、歓迎します。
長谷川正実さん
　北陸地方が梅雨明けとのこと。暑くなりますが、
健康に気をつけましょう。

衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　外山様、事前訪問ありがとうございます。
長谷川徹さん
　新入会員、㈱ JTL 高橋俊樹様、よろしくお願い
いたします。

小出子恵出さん、 渡辺良一さん、　 船越良則さん、
石倉政雄さん、　 中條克俊さん、　 五十嵐博宣さん、
渡辺勝利さん、　 松永一義さん、　 若槻八十彦さん、
荻根澤隆雄さん、 石橋育於さん、　 近藤雄介さん、
菊池　渉さん、　 金子俊郎さん、　 柳取崇之さん、
落合孝夫さん、　 安達俊明さん、　 松永隆夫さん、
野水靖之さん、　 石黒良行さん、　 関　義実さん、
小林卓哉さん、　 早川滝徳さん、　 中村信一さん
　第4分区ガバナー補佐 外山晴一様、三条北RC会長 
石川一昭様を心より歓迎申し上げます。

　ご指導よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　7月14日分　￥  39,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥  89,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　本日はH16年の『7・13水害』とH23年の
『7・29水害』の時のお話をしたいと思い
ます。
　私は毎年7月に強い雨が降りますと、こ
の2回を思い出しその後の天気予報を特に
気に掛けるようになりました。
　私の住んでいるところは五十嵐川沿い

なので、家の窓から五十嵐川の様子が見えるわけですが、
H16年の7・13水害の時は土手に上がりまして川の水量の多
さと流れる音には大変な怖さを感じました。同時に川の様子
見をしている近所の方々も多くいらしていたと記憶しており
ます。
　表現は難しいですが、土手（旧国道289号線）から対岸の山
まで、何百メートルくらいかわかりませんが、昼頃には水で
真っ平になっていました。朝は土手面より1メートルくらい
下、50cm下、最後には手が洗えるくらいまで水面が上昇
し、時折風が吹くと土手のアスファルトの上を水が越えるよ
うな状況が続きました。そんな時、私の目測ですが、一瞬に
して60cmくらい水位が下がりました。その時、諏訪地内で
破堤したと記憶しています。
　そのことで大きな人的・物的被害を受け、復旧するのに大
きな労力・時間をかけなければならず、大水害の怖さをまざ
まざと感じさせられました。
　この会場の皆様の中にも、被害を直接受けられた方も多く

いらっしゃると思います。
　当時の話としては、こんな大雨は100年に一度く
らいといわれていましたが、わずか7年後のH23年
（7・29）には2度目の豪雨災害が起こってしまい、
「またか」と思ったことを記憶しております。
　そして2回目のH23年の方が上流からの水量は前回
よりも大量でして、この時堤防を守るために地元の
土建屋さんがダンプカーを使って砂利を大量に土手
の上に運び、消防団、近所の住民で土嚢やブルー
シート等を利用して1メートルくらい積み上げたこ
とを思い出します。
　その時は全員夢中でして、どのくらいの人がいた
か、どのくらいの時間その作業をやったかもよく
覚えておりませんが、その後日土手の様変わりした
様子を見たときは、よくやれたし頑張ったもんだと
本当に思いました。
　もちろんその時の災害の被害も大きなものだった
と後でわかりましたが、今その時のような状況に
なったら、住民一丸となってそんな作業ができるか
となると、？が浮かぶのは私だけでしょうか。
　この2回の豪雨災害体験からは、個人レベルでは
いろいろ考えさせられることもありましたが、私が
生きている間は、こんな目にあいたくはないとつく
づく思います。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎地区事務所より
 「第2620地区 熱海豪雨災害への支援のお願い」
◎第4分区AG会より
 「2023-24年度ガバナーについてのご報告」
　2023-24年度ガバナーを三条北RCの米山忠俊様
　よりお引き受けいただくことになりました。
◎次週 21日（水）は、高尾茂典ガバナーをお迎えして
　の公式訪問です。
　当日は、ジャケット、ネクタイ、ロータリーバッジ
　と先週お配りした地区バッジをご着用ください。

1

2
2021.7.14（No.3089)

ロータリーを学び、
ロータリーを広げよう

会 長
会長エレクト
副 会 長
幹 事
S 　 A 　 A
会 計
直 前 会 長
会長ノミニー

歸 山 　 肇
西 山 徳 芳
若槻八十彦
五十嵐博宣
船 越 良 則
渡 辺 良 一
野崎喜一郎
吉 井 直 樹

（クラブ奉仕A）

（クラブ奉仕B）

第２５６０地区ガバナー
／
／
／
／
／
／
／
／

／高尾茂典

【ゲスト】
 ・第4分区ガバナー補佐　外山晴一 様
 ・三条北RC会長　石川一昭 様

【ヴィジター】
 ・米山記念奨学生　李 恒 さん

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：58名中44名
■先々週出席率：87.50％
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ます。
　そして、今年度、歸山会長のクラブスローガン「感
謝の気持ちを行動に」の下、クラブ目標の
　１．ロータリーの友情を大切にする
　２．ロータリーの仲間を増やそう
　３．クラブ活動を楽しいものにする
を達成できるようにしたいと思います。皆様のご協
力お願いいたします。

　6月19日に吉田RCが主催されたIMに参加させて
頂きました。そこでは各クラブから「退会者ゼロ」
や「会員純増」などの取り組みとその成功報告が
いくつもされました。また、本日、三条RCさんでは
新入会員の入会式をやっていただきました。大変心
強く感じると同時に、皆様のご努力に頭が下がりま
した。このような力強い仲間の皆様方に支えて頂い
て、メータRI会長や高尾ガバナーの目標達成に皆様
と共に頑張りたいと思いますのでよろしくお願いい
たします。
　なお、今年度のIMはわたしどもの三条北RC主催
で、9月25日（土）に市内のジオ・ワールドビップで
開催を予定しております。くれぐれもよろしくお願
いいたします。

メータRI会長の優先活動項目
　　① 会員増強　120万人から130万人へ
　　② 女子のエンパワメントに焦点を当てる
　　③ ロータリー奉仕デーの実施
　　④ ポリオの完全根絶に向けて
　　⑤ ロータリーの7番目の重点分野として新たに
　 　　「環境保全」を追加

高尾ガバナーの地区運営方針
　「ロータリーを学び、ロータリーを広げよう」
　・重点目標
　　① 真のロータリアンを育成する
　　　（取り組み事項省略）
　　② ロータリー活動の認知度を向上する
　　　（取り組み事項省略）
　・数値目標
　　① 新規ＤＬ（ディスカッションリーダー）
　　　　　　　　認定者数：15人以上
　　② 新規会員の入会者数：各クラブ10％増
　　③ 女性会員数　　　　：各クラブ会員の15％
　　④ ロータリー財団寄付：年次基金150ドル/会員
　　⑤ ロータリー財団寄付・ベネファクター
　　　　　　　　　　　　：10名以上
　　⑥ ポリオプラス寄付　：30ドル/会員
　　⑦ 米山記念奨学金寄付：2万円/会員
　　⑧ 米山記念奨学生支援：900名達成を支援する

「公式訪問・事前訪問」
　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2560地区

　　　第4分区ガバナー補佐
　　　　　　　外山　晴一 様
　7月よりロータリークラブの
新年度が始まり、私が第4分区の
ガバナー補佐となりましたので、
何卒よろしくお願いたします。
　今年度の国際ロータリー会長の
シェカール・メータ氏はインド

出身です。1984年に25歳でロータリークラブに入会
していますから、62歳です。会計士であり、自身が
創業した不動産開発会社の会長です。
　今年度のメータRI会長のテーマは「SERVE TO 
CHANGE  LIVES」（奉仕しよう　みんなの人生を
豊かにするために）です。
　私たちの第2560地区のガバナーは高尾茂典氏で
す。氏は富山県出身で1948年生まれです。イワコン
ハウス新潟株式会社の社長です。「ロータリーを学
び、ロータリーを広げよう」が高尾ガバナーの地区
運営方針です。
　依然としてCovid 19の猛威が吹き荒れています。
このような状況の中で、皆様方にはロータリークラ
ブの活動にご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。
　しかし、現実は厳しくCovid 19の嵐をまともに受
けて、事業存亡の危機にあえでいる仲間も多く、休
会したり、退会する仲間もいます。ロータリー存亡
の危機と思っています。このような中で、メータRI
会長より優先活動項目の第一に打ち出されましたの
が「会員増強　120万人から130万人へ」です。
　思えば、ロータリークラブが出来た1905年も不景
気でした。その中で、会員同士が助け合い、各々の
事業を継続、発展させるためにロータリークラブが
出来ました。職業奉仕がロータリークラブの1丁目
1番地と言われる所以です。ロータリークラブ創立
時と同様に現在も困難な時代です。助け合い、相互
扶助から始まったロータリークラブ創立の原点に立
ち返ってロータリークラブのあり方を考える必要が
あります。つまり、仕事が苦しいからロータリーを
辞めるのではなく、苦しいからロータリーに入って
仕事を広げる。つまりお互いの職業を助け合うと
いう職業奉仕がロータリーの原点で基本的活動だと
いうことをみんなで再度認識して、これを外部にも
広げる必要があります。こうすることがこの時期の
会員拡大に大切です。Covid 19のパンデミック（世
界的大流行）という現在のように困難な時期にロー
タリーの原点に立ち返って会員拡大に成功すれば、
ロータリークラブはさらに発展することができ
ます。

ニコニコBOX
第四分区ガバナー補佐　外山晴一様
　ガバナー補佐になりました。
宜しくご指導、ご協力お願いいたします。
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野崎喜一郎さん
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吉井直樹さん
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渡辺勝利さん、　 松永一義さん、　 若槻八十彦さん、
荻根澤隆雄さん、 石橋育於さん、　 近藤雄介さん、
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　第4分区ガバナー補佐 外山晴一様、三条北RC会長 
石川一昭様を心より歓迎申し上げます。

　ご指導よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　7月14日分　￥  39,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥  89,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　本日はH16年の『7・13水害』とH23年の
『7・29水害』の時のお話をしたいと思い
ます。
　私は毎年7月に強い雨が降りますと、こ
の2回を思い出しその後の天気予報を特に
気に掛けるようになりました。
　私の住んでいるところは五十嵐川沿い

なので、家の窓から五十嵐川の様子が見えるわけですが、
H16年の7・13水害の時は土手に上がりまして川の水量の多
さと流れる音には大変な怖さを感じました。同時に川の様子
見をしている近所の方々も多くいらしていたと記憶しており
ます。
　表現は難しいですが、土手（旧国道289号線）から対岸の山
まで、何百メートルくらいかわかりませんが、昼頃には水で
真っ平になっていました。朝は土手面より1メートルくらい
下、50cm下、最後には手が洗えるくらいまで水面が上昇
し、時折風が吹くと土手のアスファルトの上を水が越えるよ
うな状況が続きました。そんな時、私の目測ですが、一瞬に
して60cmくらい水位が下がりました。その時、諏訪地内で
破堤したと記憶しています。
　そのことで大きな人的・物的被害を受け、復旧するのに大
きな労力・時間をかけなければならず、大水害の怖さをまざ
まざと感じさせられました。
　この会場の皆様の中にも、被害を直接受けられた方も多く

いらっしゃると思います。
　当時の話としては、こんな大雨は100年に一度く
らいといわれていましたが、わずか7年後のH23年
（7・29）には2度目の豪雨災害が起こってしまい、
「またか」と思ったことを記憶しております。
　そして2回目のH23年の方が上流からの水量は前回
よりも大量でして、この時堤防を守るために地元の
土建屋さんがダンプカーを使って砂利を大量に土手
の上に運び、消防団、近所の住民で土嚢やブルー
シート等を利用して1メートルくらい積み上げたこ
とを思い出します。
　その時は全員夢中でして、どのくらいの人がいた
か、どのくらいの時間その作業をやったかもよく
覚えておりませんが、その後日土手の様変わりした
様子を見たときは、よくやれたし頑張ったもんだと
本当に思いました。
　もちろんその時の災害の被害も大きなものだった
と後でわかりましたが、今その時のような状況に
なったら、住民一丸となってそんな作業ができるか
となると、？が浮かぶのは私だけでしょうか。
　この2回の豪雨災害体験からは、個人レベルでは
いろいろ考えさせられることもありましたが、私が
生きている間は、こんな目にあいたくはないとつく
づく思います。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎地区事務所より
 「第2620地区 熱海豪雨災害への支援のお願い」
◎第4分区AG会より
 「2023-24年度ガバナーについてのご報告」
　2023-24年度ガバナーを三条北RCの米山忠俊様
　よりお引き受けいただくことになりました。
◎次週 21日（水）は、高尾茂典ガバナーをお迎えして
　の公式訪問です。
　当日は、ジャケット、ネクタイ、ロータリーバッジ
　と先週お配りした地区バッジをご着用ください。
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「クラブアッセンブリー」
　　　　　　歸山　肇 会長

 　これよりクラブアッセンブリ
ーを開催いたします。
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ない中でのスタートですが、毎
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理由なのです。」と述べられている。
　今年度は、個人であるメンバーを束ね地区へ、国
際ロータリーへつなげていくのが歸山会長になる、
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いう職業奉仕がロータリーの原点で基本的活動だと
いうことをみんなで再度認識して、これを外部にも
広げる必要があります。こうすることがこの時期の
会員拡大に大切です。Covid 19のパンデミック（世
界的大流行）という現在のように困難な時期にロー
タリーの原点に立ち返って会員拡大に成功すれば、
ロータリークラブはさらに発展することができ
ます。

ニコニコBOX
第四分区ガバナー補佐　外山晴一様
　ガバナー補佐になりました。
宜しくご指導、ご協力お願いいたします。

歸山　肇会長
　ガバナー補佐 外山晴一様、本日はよろしくお願い
します。

小越憲泰さん
　外山ガバナー補佐様、今日はありがとう御座います。
　7月8日の遠征ゴルフ楽しかったです。野崎さん、
運転ありがとう御座いました。

丸山行彦さん
　ゴルフ同好会遠征大会に多数参加いただきありが
とうございます。小林吾郎さん、優勝おめでとう
ございます。

　外山晴一ガバナー補佐、今日はありがとうございます。
野崎喜一郎さん
　7月8日のゴルフは晴天となりました。晴男の集団です。
斎藤弘文さん
　外山ガバナー補佐、北RC 石川会長、歓迎致します。
吉井直樹さん
　つゆ明け間近です。スカット夏空が見たいです。
　本日は外山様、宜しくお願いします。
山田富義さん
　新入会員の高橋俊樹さん、歓迎します。
長谷川正実さん
　北陸地方が梅雨明けとのこと。暑くなりますが、
健康に気をつけましょう。

衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　外山様、事前訪問ありがとうございます。
長谷川徹さん
　新入会員、㈱ JTL 高橋俊樹様、よろしくお願い
いたします。

小出子恵出さん、 渡辺良一さん、　 船越良則さん、
石倉政雄さん、　 中條克俊さん、　 五十嵐博宣さん、
渡辺勝利さん、　 松永一義さん、　 若槻八十彦さん、
荻根澤隆雄さん、 石橋育於さん、　 近藤雄介さん、
菊池　渉さん、　 金子俊郎さん、　 柳取崇之さん、
落合孝夫さん、　 安達俊明さん、　 松永隆夫さん、
野水靖之さん、　 石黒良行さん、　 関　義実さん、
小林卓哉さん、　 早川滝徳さん、　 中村信一さん
　第4分区ガバナー補佐 外山晴一様、三条北RC会長 
石川一昭様を心より歓迎申し上げます。

　ご指導よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　7月14日分　￥  39,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥  89,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　本日はH16年の『7・13水害』とH23年の
『7・29水害』の時のお話をしたいと思い
ます。
　私は毎年7月に強い雨が降りますと、こ
の2回を思い出しその後の天気予報を特に
気に掛けるようになりました。
　私の住んでいるところは五十嵐川沿い

なので、家の窓から五十嵐川の様子が見えるわけですが、
H16年の7・13水害の時は土手に上がりまして川の水量の多
さと流れる音には大変な怖さを感じました。同時に川の様子
見をしている近所の方々も多くいらしていたと記憶しており
ます。
　表現は難しいですが、土手（旧国道289号線）から対岸の山
まで、何百メートルくらいかわかりませんが、昼頃には水で
真っ平になっていました。朝は土手面より1メートルくらい
下、50cm下、最後には手が洗えるくらいまで水面が上昇
し、時折風が吹くと土手のアスファルトの上を水が越えるよ
うな状況が続きました。そんな時、私の目測ですが、一瞬に
して60cmくらい水位が下がりました。その時、諏訪地内で
破堤したと記憶しています。
　そのことで大きな人的・物的被害を受け、復旧するのに大
きな労力・時間をかけなければならず、大水害の怖さをまざ
まざと感じさせられました。
　この会場の皆様の中にも、被害を直接受けられた方も多く

いらっしゃると思います。
　当時の話としては、こんな大雨は100年に一度く
らいといわれていましたが、わずか7年後のH23年
（7・29）には2度目の豪雨災害が起こってしまい、
「またか」と思ったことを記憶しております。
　そして2回目のH23年の方が上流からの水量は前回
よりも大量でして、この時堤防を守るために地元の
土建屋さんがダンプカーを使って砂利を大量に土手
の上に運び、消防団、近所の住民で土嚢やブルー
シート等を利用して1メートルくらい積み上げたこ
とを思い出します。
　その時は全員夢中でして、どのくらいの人がいた
か、どのくらいの時間その作業をやったかもよく
覚えておりませんが、その後日土手の様変わりした
様子を見たときは、よくやれたし頑張ったもんだと
本当に思いました。
　もちろんその時の災害の被害も大きなものだった
と後でわかりましたが、今その時のような状況に
なったら、住民一丸となってそんな作業ができるか
となると、？が浮かぶのは私だけでしょうか。
　この2回の豪雨災害体験からは、個人レベルでは
いろいろ考えさせられることもありましたが、私が
生きている間は、こんな目にあいたくはないとつく
づく思います。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎地区事務所より
 「第2620地区 熱海豪雨災害への支援のお願い」
◎第4分区AG会より
 「2023-24年度ガバナーについてのご報告」
　2023-24年度ガバナーを三条北RCの米山忠俊様
　よりお引き受けいただくことになりました。
◎次週 21日（水）は、高尾茂典ガバナーをお迎えして
　の公式訪問です。
　当日は、ジャケット、ネクタイ、ロータリーバッジ
　と先週お配りした地区バッジをご着用ください。

三条北RC 石川一昭会長よりご挨拶いただきました
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　　次々週例会　 8 月 4 日　　　　「会員卓話」　外山浩玲 会員

　　次 週 例 会　 7月28日　　　　「会員卓話」　松平隆行 会員

「クラブアッセンブリー」
　　　　　　歸山　肇 会長

 　これよりクラブアッセンブリ
ーを開催いたします。
　今年度、コロナが収束してい
ない中でのスタートですが、毎
年通常行われている三条クラブ
としての行事もなんとかして行
いたいと思いますし、そこには

いろいろなアイデアが必要と考えますし、場合によ
っては直前になって変更せざるをえない様な場合も
あるかもしれないと考えますと、各委員長さんには
大きな負担になることもあるかと考えますが、どう
かそんな場合も会員の協力をもって活動していきた
いと考えています。
　今回は今まで発表できなかった委員長4名の方に、
今年度の方針を中心にお話ししていただこうと思っ
ていますので、よろしくお願いいたします。

西山徳芳 会長エレクト
　今日のクラブアッセンブリー
は、今まで水面下で組織づくりを
してきていたが、本番を迎えた、
今年度歸山会長の年度を組み立て
るという意味になる例会になりま
す。
　先月リモートで開催された地区

協議会の中で第2セッションの基調講演で日本ロー
タリー・リーダーシップの中村靖治さんのスピーチ
では、ロータリーには重要な媒体が三つあり、第一
はロータリアンである私自身、第二はロータリーク
ラブ、第三が国際ロータリーであり、三つの媒体の
中で一番大事なものはロータリアンである。クラブ
は個人であるロータリアンが集まって作られてい
て、世界中のクラブが集まって国際ロータリーがで
きているクラブの連合体である。
　奉仕理念の提唱、ロータリーの拡大、情報媒体に
連絡・調整するのが役割としている。
　「奉仕理念を社会に提唱することと、奉仕理念を
社会に提唱する拠点としてのロータリークラブを
作っていくことが会員拡大に力を入れる本質的な
理由なのです。」と述べられている。
　今年度は、個人であるメンバーを束ね地区へ、国
際ロータリーへつなげていくのが歸山会長になる、
奉仕を人に施すのでなく自分自身を耕す気持ちで運
営されることになります。

　当日流された国際ロータリー会長のシェーカー
ル・メータ氏のビデオメッセージの中で、テーマは
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」を
述べられた。
　映像の中でジョークを交え「会員の皆様は能動態
ムーブメントなのです。私の名前はシェーカル(かき
混ぜる)です」と言われた。クラブメンバーである私
の基本であり、会長はインドの哲人の言葉を引用し
て「誰かを助けるときその人に恩を施していると考
えないでください。その人たちがあなたに恩を施し
ているのです。」と言われています。
　他の人の為、人生の世話を奉仕することが誰かの
人生を豊かにすることが自分の人生の最高の生き方
になると導いていると話しておられ、大変理解が進
みました。
　メンバーが、豊かな三条ロータリークラブライフ
を送ることができることを希望します。

吉井直樹 クラブ奉仕（B）委員長
　クラブ奉仕（Ｂ）はベテランの佐
野勝榮副委員長とともにクラブ会
報・広報委員会、親睦・出席委員会、
スマイルボックス委員会、プログ
ラム委員会の4委員会を統括する
役割を担います。
　クラブ奉仕（Ａ）が統括する委員

会はどちらかというとクラブの根幹を担う委員会を
担当するのに対して、この4委員会は横のつながり、
会員相互の友愛をはかる役割を担う委員会です。
各委員会が横断的にまた相互的に委員会活動をする
場合に相談、調整するとともに、各委員会運営が
スムーズに行われるよう調整していきたいと思い
ます。
　そして、今年度、歸山会長のクラブスローガン「感
謝の気持ちを行動に」の下、クラブ目標の
　１．ロータリーの友情を大切にする
　２．ロータリーの仲間を増やそう
　３．クラブ活動を楽しいものにする
を達成できるようにしたいと思います。皆様のご協
力お願いいたします。

　6月19日に吉田RCが主催されたIMに参加させて
頂きました。そこでは各クラブから「退会者ゼロ」
や「会員純増」などの取り組みとその成功報告が
いくつもされました。また、本日、三条RCさんでは
新入会員の入会式をやっていただきました。大変心
強く感じると同時に、皆様のご努力に頭が下がりま
した。このような力強い仲間の皆様方に支えて頂い
て、メータRI会長や高尾ガバナーの目標達成に皆様
と共に頑張りたいと思いますのでよろしくお願いい
たします。
　なお、今年度のIMはわたしどもの三条北RC主催
で、9月25日（土）に市内のジオ・ワールドビップで
開催を予定しております。くれぐれもよろしくお願
いいたします。

メータRI会長の優先活動項目
　　① 会員増強　120万人から130万人へ
　　② 女子のエンパワメントに焦点を当てる
　　③ ロータリー奉仕デーの実施
　　④ ポリオの完全根絶に向けて
　　⑤ ロータリーの7番目の重点分野として新たに
　 　　「環境保全」を追加

高尾ガバナーの地区運営方針
　「ロータリーを学び、ロータリーを広げよう」
　・重点目標
　　① 真のロータリアンを育成する
　　　（取り組み事項省略）
　　② ロータリー活動の認知度を向上する
　　　（取り組み事項省略）
　・数値目標
　　① 新規ＤＬ（ディスカッションリーダー）
　　　　　　　　認定者数：15人以上
　　② 新規会員の入会者数：各クラブ10％増
　　③ 女性会員数　　　　：各クラブ会員の15％
　　④ ロータリー財団寄付：年次基金150ドル/会員
　　⑤ ロータリー財団寄付・ベネファクター
　　　　　　　　　　　　：10名以上
　　⑥ ポリオプラス寄付　：30ドル/会員
　　⑦ 米山記念奨学金寄付：2万円/会員
　　⑧ 米山記念奨学生支援：900名達成を支援する

「公式訪問・事前訪問」
　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2560地区

　　　第4分区ガバナー補佐
　　　　　　　外山　晴一 様
　7月よりロータリークラブの
新年度が始まり、私が第4分区の
ガバナー補佐となりましたので、
何卒よろしくお願いたします。
　今年度の国際ロータリー会長の
シェカール・メータ氏はインド

出身です。1984年に25歳でロータリークラブに入会
していますから、62歳です。会計士であり、自身が
創業した不動産開発会社の会長です。
　今年度のメータRI会長のテーマは「SERVE TO 
CHANGE  LIVES」（奉仕しよう　みんなの人生を
豊かにするために）です。
　私たちの第2560地区のガバナーは高尾茂典氏で
す。氏は富山県出身で1948年生まれです。イワコン
ハウス新潟株式会社の社長です。「ロータリーを学
び、ロータリーを広げよう」が高尾ガバナーの地区
運営方針です。
　依然としてCovid 19の猛威が吹き荒れています。
このような状況の中で、皆様方にはロータリークラ
ブの活動にご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。
　しかし、現実は厳しくCovid 19の嵐をまともに受
けて、事業存亡の危機にあえでいる仲間も多く、休
会したり、退会する仲間もいます。ロータリー存亡
の危機と思っています。このような中で、メータRI
会長より優先活動項目の第一に打ち出されましたの
が「会員増強　120万人から130万人へ」です。
　思えば、ロータリークラブが出来た1905年も不景
気でした。その中で、会員同士が助け合い、各々の
事業を継続、発展させるためにロータリークラブが
出来ました。職業奉仕がロータリークラブの1丁目
1番地と言われる所以です。ロータリークラブ創立
時と同様に現在も困難な時代です。助け合い、相互
扶助から始まったロータリークラブ創立の原点に立
ち返ってロータリークラブのあり方を考える必要が
あります。つまり、仕事が苦しいからロータリーを
辞めるのではなく、苦しいからロータリーに入って
仕事を広げる。つまりお互いの職業を助け合うと
いう職業奉仕がロータリーの原点で基本的活動だと
いうことをみんなで再度認識して、これを外部にも
広げる必要があります。こうすることがこの時期の
会員拡大に大切です。Covid 19のパンデミック（世
界的大流行）という現在のように困難な時期にロー
タリーの原点に立ち返って会員拡大に成功すれば、
ロータリークラブはさらに発展することができ
ます。

ニコニコBOX
第四分区ガバナー補佐　外山晴一様
　ガバナー補佐になりました。
宜しくご指導、ご協力お願いいたします。

歸山　肇会長
　ガバナー補佐 外山晴一様、本日はよろしくお願い
します。

小越憲泰さん
　外山ガバナー補佐様、今日はありがとう御座います。
　7月8日の遠征ゴルフ楽しかったです。野崎さん、
運転ありがとう御座いました。

丸山行彦さん
　ゴルフ同好会遠征大会に多数参加いただきありが
とうございます。小林吾郎さん、優勝おめでとう
ございます。

　外山晴一ガバナー補佐、今日はありがとうございます。
野崎喜一郎さん
　7月8日のゴルフは晴天となりました。晴男の集団です。
斎藤弘文さん
　外山ガバナー補佐、北RC 石川会長、歓迎致します。
吉井直樹さん
　つゆ明け間近です。スカット夏空が見たいです。
　本日は外山様、宜しくお願いします。
山田富義さん
　新入会員の高橋俊樹さん、歓迎します。
長谷川正実さん
　北陸地方が梅雨明けとのこと。暑くなりますが、
健康に気をつけましょう。

衛藤泰男さん
　本日もよろしくお願いします。
　外山様、事前訪問ありがとうございます。
長谷川徹さん
　新入会員、㈱ JTL 高橋俊樹様、よろしくお願い
いたします。

小出子恵出さん、 渡辺良一さん、　 船越良則さん、
石倉政雄さん、　 中條克俊さん、　 五十嵐博宣さん、
渡辺勝利さん、　 松永一義さん、　 若槻八十彦さん、
荻根澤隆雄さん、 石橋育於さん、　 近藤雄介さん、
菊池　渉さん、　 金子俊郎さん、　 柳取崇之さん、
落合孝夫さん、　 安達俊明さん、　 松永隆夫さん、
野水靖之さん、　 石黒良行さん、　 関　義実さん、
小林卓哉さん、　 早川滝徳さん、　 中村信一さん
　第4分区ガバナー補佐 外山晴一様、三条北RC会長 
石川一昭様を心より歓迎申し上げます。

　ご指導よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　7月14日分　￥  39,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥  89,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　本日はH16年の『7・13水害』とH23年の
『7・29水害』の時のお話をしたいと思い
ます。
　私は毎年7月に強い雨が降りますと、こ
の2回を思い出しその後の天気予報を特に
気に掛けるようになりました。
　私の住んでいるところは五十嵐川沿い

なので、家の窓から五十嵐川の様子が見えるわけですが、
H16年の7・13水害の時は土手に上がりまして川の水量の多
さと流れる音には大変な怖さを感じました。同時に川の様子
見をしている近所の方々も多くいらしていたと記憶しており
ます。
　表現は難しいですが、土手（旧国道289号線）から対岸の山
まで、何百メートルくらいかわかりませんが、昼頃には水で
真っ平になっていました。朝は土手面より1メートルくらい
下、50cm下、最後には手が洗えるくらいまで水面が上昇
し、時折風が吹くと土手のアスファルトの上を水が越えるよ
うな状況が続きました。そんな時、私の目測ですが、一瞬に
して60cmくらい水位が下がりました。その時、諏訪地内で
破堤したと記憶しています。
　そのことで大きな人的・物的被害を受け、復旧するのに大
きな労力・時間をかけなければならず、大水害の怖さをまざ
まざと感じさせられました。
　この会場の皆様の中にも、被害を直接受けられた方も多く

いらっしゃると思います。
　当時の話としては、こんな大雨は100年に一度く
らいといわれていましたが、わずか7年後のH23年
（7・29）には2度目の豪雨災害が起こってしまい、
「またか」と思ったことを記憶しております。
　そして2回目のH23年の方が上流からの水量は前回
よりも大量でして、この時堤防を守るために地元の
土建屋さんがダンプカーを使って砂利を大量に土手
の上に運び、消防団、近所の住民で土嚢やブルー
シート等を利用して1メートルくらい積み上げたこ
とを思い出します。
　その時は全員夢中でして、どのくらいの人がいた
か、どのくらいの時間その作業をやったかもよく
覚えておりませんが、その後日土手の様変わりした
様子を見たときは、よくやれたし頑張ったもんだと
本当に思いました。
　もちろんその時の災害の被害も大きなものだった
と後でわかりましたが、今その時のような状況に
なったら、住民一丸となってそんな作業ができるか
となると、？が浮かぶのは私だけでしょうか。
　この2回の豪雨災害体験からは、個人レベルでは
いろいろ考えさせられることもありましたが、私が
生きている間は、こんな目にあいたくはないとつく
づく思います。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎地区事務所より
 「第2620地区 熱海豪雨災害への支援のお願い」
◎第4分区AG会より
 「2023-24年度ガバナーについてのご報告」
　2023-24年度ガバナーを三条北RCの米山忠俊様
　よりお引き受けいただくことになりました。
◎次週 21日（水）は、高尾茂典ガバナーをお迎えして
　の公式訪問です。
　当日は、ジャケット、ネクタイ、ロータリーバッジ
　と先週お配りした地区バッジをご着用ください。

氏　　名　　高　橋　俊　樹
会 社 名　　㈱JTL
役 職 名　　代表取締役
所 在 地　　三条市上須頃378番地2

たか  　はし とし　   き

一年間よろしくお願いします！


